
大野南中学校ＰＴＡ規約（３年間保管してください） 

                                

第 １ 章 名  称 

第 １  条  この会は、相模原市立大野南中学校ＰＴＡと称し、本部を同校内におく。 

第 ２ 章 目的及び活動 

第 ２ 条  この会は、保護者と教職員が協力して家庭と学校と社会における生徒の健全な成長をはかることを目的と

する。 

第 ３ 条  この会は、前条の目的をとげるために次の活動をする。 

１．家庭と学校との緊密な連絡によって生徒の心身の健康な発達育成をはかる。 

２．生徒のとりまく教育環境の充実改善につとめる。 

３．会員相互の研修をつみ、親和と教養を高める。 

４．その他、この会の目的を達するに必要な活動を推進する。 

第 ３ 章 方  針 

第 ４ 条  この会は､教育を本旨とする民主的団体として、次の方針に従って活動する。 

１．青少年の教育ならびに福祉のために活動する団体、及び機関と協力する。 

２．特定の政党や宗教にかたよることなく、また営利を目的とする行為を行わない。 

３．この会、または、この会の役員、及び委員の名でいかなる選挙活動も行わない。 

４．この会は、教育活動を助けるための参考資料を提供するが、学校の管理や教職員の人事には干渉しない。 

第 ４ 章 会  員 

第 ５ 条  この会は、大野南中学校に在籍する保護者及び同校に勤務する教職員の、会の趣旨に賛同の意思を持った

もので構成する。この会への入会希望者は、入会届を提出する。会員が卒業、転出などにより資格を喪失し

た場合、自動的に退会するものとする。また、会員は退会届を会長に提出することにより、退会できるもの

とする。 

第 ６ 条  会員は、定められた会費を納めるものとする。ただし、転入の場合は月割りで納入し、年度途中退会の場

合、原則返金しない。特別の事情がある場合は本部役員会で協議する。 

第 ５ 章 会  計 

第 ７ 条  この会の経費は、会費その他の収入をあてる。 

会費の額は、総会において定める。 

第 ８ 条  この会の経理は、総会において決議された予算にもとづいて行われる。 

第 ９ 条  この会の決算は、会計監査を経て総会に報告され承認を得なければならない。 

第  10  条  この会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

第 ６ 章 本 部 役 員 

第 11  条  この会の役員は、次の通りである。 

１．会 長      １名 

２．副会長      ３名（保護者２、教職員１） 

３．会 計      ３名（保護者２、教職員１） 

４．書 記      ３名（保護者２、教職員１） 

      ただし、教職員の会計は、書記を兼ねることができる。役員会は校長および役員で構成する。 

第 12  条  役員の任務は、次のとおりである。 

１．会 長   この会を代表し、会務を統括する。 

２．副会長   会長を補佐し、会長事故のあるときは、その職務を代行する。 

３．会 計   この会の会計事務を処理し、定期総会において決算報告をする。 

４．書 記   総会及び各種会議の議事を記録し、この会の事務処理をする。 

第 13  条  役員の任期は１年とし、再選を妨げない。 

第 ７ 章 会計監査委員 

第 14  条  この会の経理を監査するため、３名（保護者２、教職員１）の会計監査委員をおく。 

第 15  条  会計監査委員は、役員その他の委員を兼ねることはできない。 

第 16  条  会計監査委員の任務は、１年とする。 

 

 



 

第 ８ 章 役員・会計監査委員候補者指名委員会 

第 17  条  役員及び会計監査委員は、役員・会計監査候補者指名委員会（以下指名委員会という）を構成し、それぞ

れの候補者を選考指名し、総会において承認、決定する。 

第 18  条  指名委員は、会長が委嘱し、任期は１年とする。 

第 19  条  指名委員会委員の選出については別に定める。 

第 ９ 章 総  会 

第 20  条  総会は、最高の決議機関であり、全会員をもって構成する。 

第 21  条  総会は、定期総会及び臨時総会とする。 

１． 定期総会は、予算ならびに決算総会とし、会長が招集する。 

２． 臨時総会は、運営委員会が必要と認めたとき、または会員の 5分の 1以上の要求があったときこれを 

会長が招集する。 

３． 定期総会及び臨時総会の開催方式（対面・書面またはオンライン）は運営委員会で決定する。 

第 22  条  総会の定足数は、会員の３分の１（委任状を含む）以上とし、議決は出席者の過半数の同意を必要とする。 

第 23  条  総会の招集は、開催前に会議の目的、内容、日時、場所を全会員に通知しなければならない。 

第 １０ 章 運営委員会 

第 24  第  運営委員会は、総会に次ぐ決議機関であり、本部役員、各委員会正副委員長、及び校長をもって構成し、

次のことを審議・検討する。ただし、なんらかの理由で運営委員会が発足されなかった場合、その役割は役

員会が負うものとする。  

１． 各委員会より立案されたすべての活動計画についての事項 

２． 予算及び決算に関する事項 

３． 総会に提出する議案等の作成に関する事項 

４． この規約以外に定められた規則以外の改廃に関する事項 

５． その他、この会の運営に関する重要な事項 

第 25  条  運営委員会の定足数は過半数とし、会長が必要と認めたときに開催することができる。 

第 １１ 章 委 員 会 

第 26  条  この会は、次の委員会をおく。 

１． 常置委員会 

（１）学年委員会（１年、２年、３年） （２）広報委員会  

２． 特別委員会 

第 27  条  委員会の任務は次のとおりである。 

１． 常置委員会 

  （１）学年委員会（１年、２年、３年）・・・学年に関する活動をすすめ、担任教師と連絡を密にし、 

教育活動に協力し、学級相互の緊密な連絡と協調をはかる。 

（２）広報委員会・・・広報発行の企画と活動を通じて、情報の伝達、意見の交換につとめる。 

 ２． 特別委員会・・・特別な事項について必要があるとき、会長は運営委員会の議決を経て、委員を委嘱し、

特別委員会を設けることができる。ただし、その任務が終了したときに解散する。 

第 28  条  委員会委員の任期は１年とし、再選を妨げない。 

第 29  条  委員会委員の選出については、次の通りとする。 

      １． 常置委員会委員の選出 

(１)学年委員の候補者は、各学級ごとに各 1名以上選出するものとする。また、広報委員の候補者は、 

全学年で10名程度選出するものとする。 

（２）各委員会は選出された委員より、正・副委員長を１名ずつ選出する。 

（３）教職員は各委員会の顧問となり、各委員会の運営を援助する。 

（４）教職員からの顧問選出は、学校長に一任する。 

第 30  条  校長は、学校運営ならびに教育上、各委員会に出席して意見を述べることができる。 

第 １２ 章 改  正 

第 31  条  規約の改正は、総会において、出席者の３分の２以上の賛成により決定される。ただし、改正案の提出に

ついては、事前にその内容を全会員に通知しておかなければならない。 

 



 

 

第１３ 章 個人情報の取り扱い 

第 32  条  この会の活動を推進するために必要とされる個人情報の取得や利用、管理については「個人情報取扱規則」

に定め、適正に運用するものとする。 

 

附  則  この規約は、昭和５１年 ５月 １８日 より施行する。                               

昭和５６年１月３１日一部改正 

平成７年５月２０日 一部改正 

平成１９年５月１９日一部改正 

平成２４年５月１２日一部改正 

令和２年１２月１８日一部改正 

令和３年５月１４日 一部改正 

令和４年５月２１日 一部改正 

令和４年１２月８日 一部改正 

令和８年４月３０日 一部改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜細  則＞ 

1．指名委員の選出 

第 １ 条   指名委員の選出と構成は、次の通りとする。 

指名委員は、各地区ごとに、原則として、２学年より選出するものとし、各地区１名と教職員で構成する。

ただし、年度により各地区の人数が大幅に違う場合は、運営委員会にて選出人数を協議決定するものとする。 

第 ２ 条   役員、及び会計監査委員候補者の指名は、その氏名を発表する前に、被指名者の同意を得なければならない。 

第 ３ 条  指名委員会は、総会前にそれぞれの候補者をあげ、全会員に知らせなければならない。 

 

2．慶弔ならびに疾病等 

第 ４ 条  本会は、大野南中学校ＰＴＡ会員、生徒の慶弔、傷害、疾病等にあたり、次に定める規定によって会の意を

あらわす。 

第 ５ 条  生徒及び会員（父母または保護者）の場合 

（１） 死亡に対する場合 ５，０００円を弔金とする。 

第 ６ 条 教職員の場合 

（１） 慶事に対する場合 ５，０００円を贈金とする。 

（２） 死亡に対する場合  

   ① 本人の場合、５，０００円を弔金とする。 

② 妻（夫）、本人の両親、子どもの場合、３，０００円を弔金とする。 

（３） 病気、疾病、傷害の場合  

① 医師の診断書等により確認できる長期疾病（１か月以上）又は入院（２週間以上）の場合 

３，０００円を見舞金とする。 

第 ７ 条  本規定に定めのない事項または特別の配慮を要する場合は、本部役員会において協議の上、決定する。 

 

3．表彰ならびに感謝状 

第 ８ 条  本会は、大野南中学校ＰＴＡ会員、生徒、その他の表彰にあたり、次に定める規定によって会の意志をあら

わす。 

第 ９ 条  本会ならびに本校教育の充実発展に寄与し、その功績顕著と認められる場合は、感謝状等を贈って感謝の意

をあらわす。なお、人選その他については、本部会にて協議、推薦し運営委員会にて承認を得て決定する。 

第 1 0 条  教職員の転退職の場合は、記念品を贈る。 

第 1 1 条  その他必要があると認められた場合は、本部会で協議し運営委員会にて承認を得て処理するものとする。 

 

4．旅費支給に関する規定 

第 1 2 条  会員が会務のために出張する場合は、交通費を支給する。 

第 1 3 条  その他必要があると認められた場合は、本部会で協議し運営委員会にて承認を得て処理するものとする。 

 

附   則  この細則は、昭和５１年５月１８日より施行する。 

昭和５６年１月３１日 一部改正 

平成８年５月１８日 一部改正 

平成９年５月１７日 一部改正 

平成１３年３月３日 一部改正 

平成１５年２月２８日 一部改正 

平成１９年５月１９日 一部改正 

平成２３年４月８日 一部改正 

平成２４年４月１日 一部改正 

平成２６年１２月１９日一部改正 

令和２年２月２１日 一部改正 

令和２年１２月１８日 一部改正 

令和８年４月３０日 一部改正 


